
2025（令和 7）年度浜松市医療奨励賞受賞者及び研究概要 

 

 

受賞者 浜松市医師会看護高等専修学校 

（代表：長坂 士郎） 

論文名 浜松市における准看護師養成事業の実績と今後の課題 

概要 県内唯一の准看護師養成施設としての 70 年間の歴史や活動内容、准看護

師のニーズをまとめるとともに、入学希望者の減少が続く中、今後の方向

性について示されている。 

・ 70年間の詳細な歴史と現状が報告されており、現在まで多数の准看護

師を輩出し、地域医療への貢献したことは非常に大きい。 

・ 施設や教育プログラムが具体的に説明されており、学校の特徴がよく

理解できる。 

・ 卒業生の進路や就職先に関するデータなど准看護師の必要性が示され

ている。 

・准看護師の現状について多角的な視点から考察しており、准看護師資格

取得のメリットを明確に説明している。 

 

 

 

受賞者 浜松赤十字病院 循環器内科 

神田 貴弘 

論文名 トランスサイレチン型心アミロイドーシス（ATTR-CM）の早期診断に 

対する他科連携の臨床的重要性 

概要 左室駆出率が保たれた心不全の増加原因としてトランスサイレチン型心

アミロイドーシス（ATTR-CM）が注目されている。その心外病変の一部

である手根管症候群などの手術をうけた腱鞘組織を用いたスクリーニン

グにより、極めて早期の ATTR-CM 症例を診断し疾患修飾薬（予後を改

善する薬）の適応を評価することができた。 

・ 高齢化社会における心不全パンデミックという社会的に重要な課題に

取り組んでいる。 

・ 他科連携（整形外科と循環器内科）の有用性を具体的データで示して

おり、結果も明確である。 

・ ATTR-CM の早期診断における新しいアプローチを示し、その有効性

を示した点は意義深い。 

・ 他の医療機関にも横展開が期待される。 

 

 


